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旧暦三月の始めは、古くから野に出て青い草を踏み、春を楽しむ「踏青（とうせい）」と呼ばれ 

る風習があります。梅の香しい香りを楽しんだ後は、桜の花芽を見るのが楽しみとなるこの頃です。 

 

今年は辰（龍）年ですが、「龍」の漢字を使った「画龍点睛」ということわざがあります。「画龍」

とは、龍の絵を描くということ。点とは物を入れ込むということ。睛（ひとみ）は、瞳を表す別の漢字 

です。ことわざの意味は「話や文章で大事なところに素晴らしい一言を入れて要旨を明確にすること」 

ですが、それには次のような伝説が残されています。 

 

今から 1500 年くらい前の中国でのお話。張僧繇(ちょうそうよう)という絵の技術が素晴らしい画家 

がいました。ある年、当時の皇帝であった武帝は、彼に安楽寺という寺の壁に 4 匹の金龍を描くよう 

に命じました。そこで張僧繇は、わずか三日間で生き生きとした素晴らしい龍を描き、これを見た人 

々は感嘆の声を上げ、まるで本物の龍だと褒め讃えました。しかし、これら 4 匹の龍には目がなかっ 

たので、人々は目を入れてくれるよう画家に頼みました。彼は「龍に目玉を入れるのは簡単ですが、 

そうすると、この龍は壁から飛び出して飛んでいってしまう」と言いましたが、人々が信じないので、 

仕方なく「わかった。それでは、龍に目を入れよう。ただし 4 匹の龍のうち、2 匹だけだ」と皆に約 

束しました。約束の日、画家は人々の前で筆をとり静かに龍の目を描き始めました。2 匹目の龍に目 

を入れたところ、空には黒雲が広がり激しい風が吹き、雷鳴がとどろき稲妻が走ります。そして雷鳴 

の中、目が描かれた 2匹の龍は壁を破って起き上がり、牙を剥きだし爪を踊らせるようにして天空に 

飛び去っていきました。やがて雲は消え、また空は晴れ渡りますが、壁には目玉のない 2 匹の龍が残 

っているばかり。あの目の入った 2匹の龍はどこにもいませんでした。 

 

子ども達は龍のほとんどを描き上げ、いよいよ最後の瞳を入れる時期がきました。一人ひとりが、こ 

の一年間でできるようになったことだけでなく、粘り強さや思いやりなど心の成長も振り返りながら、 

最後にどんな瞳を入れようかと真剣に考え、残りの日々を大切に過ごしてほしいと思います。そして、 

保護者の皆様には、お子さんの確かな成長の足跡を認め、これからにつながるお声かけをお願いします。 

   

今年度、子ども達は「創立 70周年 Year」への主体的な活動を通して、奈良小の歴史や伝統、よさを 

見つめ、様々な方々の支えに感謝の気持ちをもつことができました。そして、保護者の皆様、地域の皆 

様とともに、子ども達の未来につながる次への一歩を創ってまいりました。「創立 70周年 Year」の 

メモリアルとなる一年間を温かく見守り支えていただき感謝申し上げます。ありがとうございました。 
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